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構造改革（組織改編及び人員の合理化）に関するお知らせ 

 
 当社は、本日開催の取締役会において、組織改編を決議いたしました。これに伴い、人員の合理化を実施す

ることとなりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 記  
 

１． 構造改革（組織改編及び人員の合理化）を実施する理由 

当社グループは、MUFG グループとの連携拡充により「変革」と「再成長」に挑む３年間をテーマとする中

期経営計画「Do next!」の２年目を迎えています。本中期経営計画では、「成長戦略」「事業構造改革」「財務

戦略」の３つの重点戦略を実行し、当社グループの持続的成長と企業価値向上に取り組んでおります。 

「事業構造改革」としては、市場環境に適した営業拠点網の再編、デジタル化による業務効率化や人員配置

の見直し等によるセンター系組織の最適化に取り組んできました。審査業務については、これまで申し込み手

続きの Web化や審査プロセスの自動化、審査受付体制の整備等に取り組んできましたが、一層の業務効率化と

生産性向上を図るため、審査事務部門の組織改編を実施することといたしました。 

今回の組織改編では、全国 11 拠点に分散した審査業務を、東京・大阪を中心とした７拠点体制へ改編いた

します。これに伴い、廃止する４拠点（札幌、名古屋、福岡、岡山）に勤務する従業員を対象とした、人員合

理化策を実施いたします。 

 

２． 構造改革（組織改編及び人員の合理化）の概要 

（１） 組織改編の内容 

審査事務部門の拠点について、以下のとおり組織改編を実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織改編の時期：2027年４月１日 
 

改編前 

東京審査センター 

大阪審査センター 

東京オート審査センター 

札幌クレジットオフィス 

仙台クレジットオフィス 

名古屋クレジットオフィス 

福岡クレジットオフィス 

東京保証審査オフィス 

岡山保証審査オフィス 

VFJサポートセンター 

メルセデス・ベンツ ジャックス

ローンセンター 

 

改編後 

東京審査センター 

大阪審査センター 

東京オート審査センター 

仙台審査センター 

東京保証審査センター 

VFJサポートセンター 

メルセデス・ベンツ ジャックス

ローンセンター 

 



 

 

（２） 人員合理化策の内容 

人員の合理化 廃止する４拠点（札幌、名古屋、福岡、岡山）に勤務する従

業員を対象として、以下のいずれかを選択する合理化策を実

施いたします。 

① 会社が指定する部署へ異動し、勤務を継続 

② 働き方の変更※により、勤務を継続 

  ※転居を伴う勤務地の変更がある働き方へ転換 

③ 会社都合による退職 

対象の人員数 180名（2026年９月１日時点） 

退職を選択した場合の退職日 2027年３月 31日 

退職者に対する優遇措置 特別退職金の支給及び希望者への再就職支援サービスの提供 

 

３．業績への影響 

本構造改革（組織改編及び人員の合理化）の実施により、事務所閉鎖費用や特別退職金等の発生が見込まれ

ます。なお、従業員による合理化策の選択は、2026 年 11 月以降を予定しており、対象者全員が退職を選択し

た場合、最大で 11億円程度の特別退職金の支給を見込んでおります。 

本件に係る費用は、2025年３月に発表した株式会社三菱UFJ銀行（以下、「三菱UFJ銀行」）との間で締結し

た資本業務提携契約に基づき、三菱 UFJ銀行を割当先とする第三者割当増資によって調達した資金の使途の一

部となります。 

2027 年３月期は、本構造改革の実施により特別損失の計上を見込んでおります。業績予想につきましては、

現時点で据え置きとしておりますが、その他要因を含めて影響を精査の上、修正が必要とされる場合には速や

かに公表いたします。 

 

以 上 


